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埼品子

2000年4月介護保険制度が始まり「行政による措置」から「利用者の選択による契約Jへと

福祉サービスの利用方法が転換した。それに伴い在宅介護分野の規制が緩和され、多種多様な

民間企業が参入し、 「市場原理Jによる競争が行われることになった。福祉サ…ピスを科期す

る高齢者の中には、判断能力、意思能力が不十分な人々も含まれる。契約制震は利用

ビス提供者の対等な関採に基づき、高齢者は契約の当事者として自己決定と昌己費任のもとで

行動することが求められる。措諜かも契約へという福社サービス全殻の流れの中で、例えば判

断能力の不十分な痴呆性高齢者が地域社会の中で、器入として自立した生活を送る

どのような援助が必要とされるのであろうか。 1章では、わが匿の高齢化の状況と

変化について考察する。 2章では、分譲保険制度導入の経緯と背景について考察する。 3

は、高齢者の権利浸害の状況のひとつとして虐待の問題を取りあげ、高齢者の人権と権利につ

いて考察する。介護保険制度とともに成年後見制度、地域福祉権利擁護事業、

の改正などが実施され、高齢者の権利そ擁護するための制度が整備された。しかし、

は高齢者の権利について、制度上具体的に定められ明文化されたものがない。このような

意識のもと、高齢者の権利を守る仕組みづくりと、高齢者自身の意思や尊厳を尊重した自

援のために必要とされるものは何かについて考察する。
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高齢者の介護環境と権利擁護

第 1章 高齢化の状況と介護環境の変化

高齢化率は、総人口に占める老年人口(通常は65歳以上を指す)の割合を指す。また、総

人口のなかで老年人口(高齢者人口)が相対的に増加することを人口高齢化(高齢化)という。

国連は老年人口比7%以上の場合を高齢化社会と規定している。高齢化率の上昇は、出生率の

低下と死亡率の低下(寿命の延び)によって引き起こされる。わが国の場合、 65歳以上の老

年人口比率、すなわち、高齢化率は1970年に7.1%に達し、高齢化社会を迎えた。その後、

高齢化率は年々上昇して1995年に14.6%となったが、 2050年には32.3%に達するものと予

測されている。

平均寿命の伸びと少子化は、要介護高齢者数の増加と介護期間の長期化を引き起こすと同時

に、介護する子どもの数の減少を生み出し、その結果 1人の子どもにかかる介護負担はより増

大する。増大する高齢者を子ども世代の家族が主となって介護するのはむずかしくなり、家族

の老親扶養機能は低下している。このような状況において、老親の介護に対する価値観は変化

し、高齢者の介護の責任が家族にあるとする考え方は少なくなっている。人びとの意識は変化

しており、介護に対する伝統的な価値観は弱体化し、高齢者の家族介護に変わる総合的な介護

システムの構築が必要とされている。

第 2章 高齢者福祉と介護保険

社会福祉制度は、戦後の社会的状況のもとで整備され、生活困窮対策として措置制度をもと

に進められてきた。少子高齢化の進行や経済の低成長に伴う、社会福祉をとりまく状況の変化

に対して、社会福祉の基本的枠組みが変わらないまま、措置制度によってサービスを実施する

ことは困難となってきた。社会保障制度審議会は、社会構造や経済の変化に対応する社会保障

の再構築をめざし、 1995年に「社会保障体制の再構築に関する勧告(安心して暮らせる21世

紀の社会を目指して)Jを取りまとめた。少子高齢化、家庭機能の変化、低経済成長への移行、

社会福祉に対する国民の意識の変化、国民全体の生活を支える社会保障制度への期待があげら

れている。社会福祉基礎構造改革は、医療制度改革や年金制度改革など社会保障構造改革の一

環として位置づけられ、社会福祉制度の根幹である措置制度が、社会保障制度における高コス

ト構造の主要な要因とみなされ、見直しの対象とされた。措置制度から利用契約制度への移行、

社会福祉から社会保険制度への移行、民間への規制緩和へと展開した。老人福祉法および、老人

保健法による異なる 2つの制度のもとで提供されてきた高齢者介護に関する福祉・保健・医療

サービスを現行の老人福祉と老人医療の制度を介護保険制度へ再編成することによって、福祉

サービスも保健医療サービスも同様の利用手続き、利用者負担で利用者の選択により総合的に

利用できる仕組みを構築するため、年金、医療、雇用、労災に続く 5つめの社会保険制度とし

て、介護保険制度が創設された。

第3章高齢者の人権

社会福祉サービスは、法律に基づいて具体化されたときに、権利の対象となるとされてきた。

介護保険制度が実施されてから、利用者の権利の尊重、利用者の権利擁護ということが、いわ
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れている。しかし、利用者にどんな権利があるのか、介護保険法には、明文の規定がない。自

己決定の権利は、人権尊重における基本であると西尾が述べているように、すべての人の人生

において貫かれる原理であり、高齢者においても当然保障されるべき基本的人権である。人権

主体としての高齢者が、国の福祉政策の面で、在宅や施設などにおいて「健全で安らかな生活」

が保障されているのだろうか。国連は、 1999年を国際高齢者年と決定し、国際高齢者年の諸

活動は、国連の発展と人権保障への取り組みの一環として行われてきた。こうした活動の成果

の一つが、 「高齢者のための国連原則」である。これは「国際行動計画」の中の人道上の側面、

つまり高齢者の人権保障に関する原則である。人権の保障は、人間の尊厳を尊重する社会を築

くための仕組みであり、人権保障の徹底された社会、尊厳ある生き15を全ての人に保障するこ

とを可能にすることが国際高齢者年の基本思想である。

要介護高齢者の人口増が予想される高齢社会において、高齢者に対する権利侵害のひとつと

して虐待の問題があげられる。高齢者の虐待問題が社会的に認知され、新たな社会問題として

認識されるようになったのは比較的最近のことである。増大する高齢者の権利侵害は、大きく

分けて財産面の権利侵害と身体・精神面の権利侵害の 2つに分けられる。また、それぞれ在宅

の高齢者と施設の高齢者に分けてとらえることができる。 1994年わが国ではじめての高齢者

虐待の実態調査が行なわれ、 2003年10月、介護保険制度実施後初めての高齢者虐待の全国調

査が行なわれ1991件の事例が報告された。

2000年4月実施された介護保険制度は、高齢者の意思に基づく介護サービスの選択を保障

したとされる。成年後見制度や地域福祉権利擁護事業の導入など高齢者の生活や権利を守るた

めの制度が整備されつつある。しかしこうした制度の充実により、高齢者の尊厳ある自立した

生活が保障されるわけではない。

社会福祉基礎構造改革でいわれている権利擁護とは、具体的な契約関係の導入に付帯するも

のであり、そこにおける権利とは、契約関係上の権利である。法的な権利を超えて、本当に擁

護すべき権利とは基本的人権であるといえるのではないであろうか。利用者の権利擁護につい

て考える場合、まず権利とは何かを明らかにしなければならないであろう。自己決定や意思表

現が困難な高齢者の権利を守り、支えていくためには、人権擁護の視点を重視し、人権の擁護

を基盤とした権利擁護の仕組みゃ諸活動を重層的に構築することが必要である。高齢者に関わ

る人々や機関が、意識的に高齢者の人権を尊重する姿勢を持たなければ擁護はあり得ず、安心

できる生活は存在しないといえるであろう。

おわりに

高齢者は身体機能の低下、社会的活動からの疎外などによって、弱い立場に追い込まれがち

である。高齢者は自由で十分な選択肢をもっていないため、自らの意思を表明することができ

ない、もしできたとしても不十分であろう。高齢者の意思表明とその実現を保障すること、つ

まり高齢者の自己決定を守るための仕組みが人権尊重の視点から保障されなければならない。

高齢者自身の主体性を尊重し、高齢者自身がその人らしい生活、 「生きていてよかった」と

感じられる生活を営んでいくための支援は、つまり基本的人権を支えることであると考える。
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高齢者の人権を守るということは、高齢者だけの問題ではない。高齢者の人権が守られる社会

は、若い人たちも安心して暮らせる社会であり、人権を基盤に成立する社会といえるのではな

いであろうか。
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